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捕 鯨 船 団 に 関 す る 研 究・I
鯨の分布と操業条件について
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Geographical distribution of whales and whaling conditions
Suehiro MANO, Hisaaki TAKAYAMA, Yukinori Aso and Keishi SHIBATA
 Some fundamental statistic consideration were made on the interrelations between the 
geographical distribution and catch of whales and the whaling conditions in the northern 
North Pacific in summer 1974 based on the fishing log book of a whaling factory ship. 
 The authors would endorse the empirical knowledges among the crew on board the whale 
catcher boats as follows: 
 1) The geographical distribution of the sperm whale, Physeter catodon was rather 
deviated to the lower latitude in this area in summer 1974. 
 2) On the contrary, the fin-whale, Balaenoptera musculus had a trend to be distri-
buted in the higher latitude. 
 3) The sei-whale, B. borealis, could be hardly identified, since the number of the 
sei-whale was mixed with that of B. edeni in the statistic procedures. However, this sort 
of whale was detected in a high rate in the same waters as the fin-whale. 
 4) The interrelation between the whale catch and the wind velocity showed an inverse 
proportion. 
 5) It was estimated by periodgram analysis that the peak of the catch in this crew's 
occurred every 12 days at the significant level of 90%.
 現在行なわれている母船式捕鯨において,捕 鯨漁場 な らび に鯨の捕獲 とその環境条件 との関連 について,今
迄,経 験的な判 断によって考え られて きた点を,統 計 的手段 によ って数 的に更 に明 らかに したいと考え,本 研
究を行 った。
研究材料および方法
1.資 料1974年 度北部太平洋捕鯨事業 に出漁 したK船 団 の漁撹 日誌1)に おける96日 間の平均値,標 準偏差
およびそれ らの間の単相関行列 をTable1に 示す。 これ によると捕獲頭数 は13.61/日,捕 獲率61.3%/日,発
見頭 数21.1/日 であ ったが,水 温,気 温,視 程 に較べて何れ も大 きな標準 偏差 を示 してい る。 これ は鯨類の群
がかな り大 きな間隔をおいて塊状分布 をしてい るためと考え られ る。
ちなみに捕獲皆 無の 日数 は15%で あ り,日 別捕獲は1～43頭 で,1～4頭 が18%,10～14頭 が15%,30頭 以
上が17%で あった。
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Spと 置換え られ るか ら,上 表の値の平方根に平均値 を乗 じたものが,期 待値の近似値 であ ると概念的 に言え
るか も知れない。
 Table 2. periodgrams of whaling conditions 
 Period Wind Water Whales Whales         Vi
sibilityCatch rate  in  day velocitytemp found caught 
 2 0.191 0.444* 0.025 2.777 0.626 0.740 
 3 0.240 0.344 0.042 2.645 4.020 6.815 
 4 4.512* 0.336 0.003 7.939 2.962 15.641 
 5 1.334  0,380 0.008 4.940 3.376 117.828 
 6 3.954 0.164 0.046 18.418 8.970 76.436 
 7 0.033 0.028 0.072 13.371 2.650 37.464 
 8 1.453 0.008 0.000 1.039 0.591 25.351 
 9 0.189  0,011 0.154 0.884 2.940 56.192 
 10 0.128  0,182 0.250 2.669 0.896 20.077 
 11 5.024*  0,259 0.143 14.047 7.844 0.046 
 12 0.241 0.061 0.234  I 56.977 16.390 46.170 
 13 2.126  0,048 0.262 7.290 0.899 16.105 
 14 2.865 0.191 0.167 77.014* 8.417 177.774* 
 15 2.770  0,210 0.245 53.271 12.199 216.041* 
 16 5.285 0.230 0.165 10.703 6.845 107.029 
Mean 12.36458 8.1667 16.0396 23.1250 13.5000 55.0177 
S. D. 5.8987 1.8745 4.8710 24.1778 12.4164 32.5225 
Sp2 4.3493 0.4392 2.9658 73.0707 19.2708 132.2141
要 約
1974年 度K社 船 団の北洋捕鯨操業 日誌に もとづ いて,漁 場の諸条件 と鯨の関係について解析 を行 った結果,
現在 まで捕鯨関係者の問で一般 に言われてい ることを或程度数的に示す ことがで きた。即ち主 な点 をあげると,
1.1974年 度 におけ る 「まつ こう くじら」の分布 は,例 年 よりやゝ南 に偏 していたためか,低 緯度で多 く捕
獲 され た。
2.「 ながす くじら」は これに反 して高緯度が多か った。
3。 「いわ しくじら」 は,「 にた りくじら」を混算 したため明確 にで きなか ったが,「 ながす くじら」 と同
じ水域 で発見 され ることが多か った。
4.風 力は発見頭数 および捕獲頭数 と逆 の関係 にあることが,或 程度証明で きた。
5.本 航海における捕獲頭数の周期は90%の 精度で12日 であ った。
終 りに臨み,貴 重な資料を提供 して頂い た株式会社極洋 捕鯨部長 青 柳勲氏 および極洋会各位 に深謝す る。
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